
(57)【要約】

【課題】複数のマット部材を折畳みおよび展開可能に連

設することにより、乗員の快適性向上を図ることができ

、また非使用時にはコンパクトに折畳むことができる車

両用マットレスの提供を目的とする。

【解決手段】車両のシート３２，３３またはフロアパネ

ル３０に上載して使用される車両用マットレスであって

、複数のマット部材１２が折畳みおよび展開可能に連設

された車両用マットレス１１であることを特徴とする。

【選択図】　　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
車 両 の シ ー ト ま た は フ ロ ア パ ネ ル に 上 載 し て 使 用 さ れ る 車 両 用 マ ッ ト レ ス で あ っ て 、
複 数 の マ ッ ト 部 材 が 折 畳 み お よ び 展 開 可 能 に 連 設 さ れ た
車 両 用 マ ッ ト レ ス 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 複 数 の 各 マ ッ ト 部 材 は マ ッ ト 部 材 毎 に 分 離 可 能 に 連 結 さ れ た
請 求 項 １ 記 載 の 車 両 用 マ ッ ト レ ス 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 複 数 の マ ッ ト 部 材 は 可 撓 性 ヒ ン ジ 部 を 介 し て 着 脱 可 能 に 連 結 さ れ た
請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 車 両 用 マ ッ ト レ ス 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 複 数 の マ ッ ト 部 材 の う ち の １ つ の マ ッ ト 部 材 に は 枕 部 材 が 一 体 ま た は 着 脱 可 能 に 設 け
ら れ た
請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か １ に 記 載 の 車 両 用 マ ッ ト レ ス 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 マ ッ ト 部 材 は 撥 水 性 の 表 皮 部 を 備 え た
請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か １ に 記 載 の 車 両 用 マ ッ ト レ ス 。
【 請 求 項 ６ 】
上 記 複 数 の マ ッ ト 部 材 を 車 両 の 前 後 方 向 に 展 開 可 能 に 連 設 す る と 共 に 、
上 記 マ ッ ト 部 材 の 車 幅 方 向 に は 側 方 マ ッ ト 部 材 が 着 脱 可 能 に 連 設 さ れ た
請 求 項 １ ～ ５ の 何 れ か １ に 記 載 の 車 両 用 マ ッ ト レ ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 車 両 の シ ー ト ま た は フ ロ ア パ ネ ル に 上 載 し て 使 用 さ れ る よ う な 車 両 用 マ ッ ト
レ ス に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に 自 動 車 の 前 列 シ ー ト （ ド ラ イ バ ー ズ シ ー ト 、 パ ッ セ ン ジ ャ ー ズ シ ー ト ） 、 中 間 列 シ
ー ト 、 後 列 シ ー ト は 大 人 の 体 格 に 対 応 し て 寸 法 設 定 さ れ て い る の で 、 子 供 等 の 体 格 が 小 さ
い 乗 員 が シ ー ト に 着 座 す る と 、 足 が フ ロ ア に 届 か な い 場 合 が あ り 、 ま た シ ー ト ベ ル ト に よ
る 体 格 が 小 さ い 子 供 等 の 乗 員 拘 束 も 不 安 定 と な る 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 車 両 の 前 後 方 向 に １ 列 目 シ ー ト 、 ２ 列 目 シ ー ト 、 ３ 列 目 シ ー ト の よ う に 複 数 列 の シ
ー ト を 備 え た ワ ン ボ ッ ク ス カ ー の 如 き 車 両 に お い て 、 各 シ ー ト の シ ー ト バ ッ ク を 後 方 へ 倒
し て 、 シ ー ト バ ッ ク と シ ー ト ク ッ シ ョ ン と が 略 面 一 状 と な る シ ー ト ア レ ン ジ 構 造 を 有 す る
車 両 の シ ー ト 装 置 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 従 来 構 造 の シ ー ト 装 置 に お い て は シ ー ト バ ッ ク を 後 方 へ 倒 し た フ ル フ ラ ッ ト 時 に は 乗
員 が シ ー ト 上 に 寝 転 ぶ こ と が で き 、 室 内 の 快 適 性 向 上 を 図 る こ と が で き る が 、 シ ー ト ク ッ
シ ョ ン 側 に は シ ー ト ベ ル ト バ ッ ク ル や そ の シ ー ト ベ ル ト が 存 在 す る の で 、 充 分 な 乗 員 の 快
適 性 向 上 を 図 る こ と が で き な い 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
と こ ろ で 、 複 数 の 部 材 （ 背 も た れ 用 部 材 、 座 部 材 、 肘 掛 け 部 材 参 照 ） を 連 接 手 段 を 介 し て
折 り 畳 み 可 能 に 連 結 し 、 マ ッ ト レ ス と し て の 使 用 態 様 と 座 椅 子 （ ソ フ ァ ） と し て の 使 用 態
様 と を 選 択 す べ く 構 成 し た 折 り 畳 み 式 の マ ッ ト レ ス 兼 用 安 楽 座 椅 子 が 既 に 発 明 さ れ て い る
（ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
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特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ２ ５ ７ ８ ８ 号 公 報 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の 従 来 公 報 に 開 示 さ れ た も の は 、 一 般 家 庭 等 の 室 内 に お い て 使 用 さ れ る マ ッ ト レ ス 兼 ソ
フ ァ で あ る 関 係 上 、 車 両 の 乗 員 の 快 適 性 向 上 を 図 る も の で は な い 。 　 そ こ で 、 こ の 発 明 は
複 数 の マ ッ ト 部 材 を 折 畳 み お よ び 展 開 可 能 に 連 設 す る こ と に よ り 、 乗 員 の 快 適 性 向 上 を 図
る こ と が で き 、 ま た 非 使 用 時 に は コ ン パ ク ト に 折 畳 む こ と が で き る 車 両 用 マ ッ ト レ ス の 提
供 を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 に よ る 車 両 用 マ ッ ト レ ス は 、 車 両 の シ ー ト ま た は フ ロ ア パ ネ ル に 上 載 し て 使 用 さ
れ る 車 両 用 マ ッ ト レ ス で あ っ て 、 複 数 の マ ッ ト 部 材 が 折 畳 み お よ び 展 開 可 能 に 連 設 さ れ た
も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 マ ッ ト 部 材 を フ ロ ア パ ネ ル に 上 載 す る と フ ロ ア に 足 が 届 か な い 乗 員 の
足 置 き と な り 、 マ ッ ト 部 材 を シ ー ト ク ッ シ ョ ン に 上 載 し て シ ー ト 座 面 を 嵩 上 げ す る と 、 大
人 用 の シ ー ト ベ ル ト に て 子 供 等 の 体 格 が 小 さ い 乗 員 で あ っ て も 、 適 切 に 拘 束 す る こ と が で
き 、 ま た フ ル フ ラ ッ ト に シ ー ト ア レ ン ジ さ れ た シ ー ト ク ッ シ ョ ン お よ び シ ー ト バ ッ ク 上 に
複 数 の マ ッ ト 部 材 を 上 載 す る と 、 シ ー ト ベ ル ト バ ッ ク ル や そ の シ ー ト ベ ル ト が マ ッ ト 部 材
に て 覆 わ れ 、 乗 員 が 快 適 に 寝 転 ぶ こ と が で き 、 充 分 な 乗 員 の 快 適 性 向 上 を 図 る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の 発 明 の 一 実 施 態 様 に お い て は 、 上 記 複 数 の 各 マ ッ ト 部 材 は マ ッ ト 部 材 毎 に 分 離 可 能 に
連 結 さ れ た も の で あ る 。
上 記 構 成 に よ れ ば 、 マ ッ ト 部 材 の 連 結 数 量 を 任 意 に 選 定 す る こ と で 、 足 置 き 部 材 、 シ ー ト
座 面 の 嵩 上 げ 部 材 、 マ ッ ト レ ス 部 材 と し て の 各 使 用 形 態 を ニ ー ズ に 応 じ て 選 択 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 発 明 の 一 実 施 態 様 に お い て は 、 上 記 複 数 の マ ッ ト 部 材 は 可 撓 性 ヒ ン ジ 部 を 介 し て 着 脱
可 能 に 連 結 さ れ た も の で あ る 。
上 述 の 可 撓 性 ヒ ン ジ 部 と し て は 面 フ ァ ス ナ 等 を 用 い て も よ い 。
上 記 構 成 に よ れ ば 、 ヒ ン ジ 部 が 可 撓 す る の で 、 複 数 の マ ッ ト 部 材 の 折 畳 み 、 展 開 が 容 易 な
う え 、 使 用 時 の 違 和 感 を な く す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 発 明 の 一 実 施 態 様 に お い て は 、 上 記 複 数 の マ ッ ト 部 材 の う ち の １ つ の マ ッ ト 部 材 に は
枕 部 材 が 一 体 ま た は 着 脱 可 能 に 設 け ら れ た も の で あ る 。
上 記 構 成 に よ れ ば 、 枕 部 部 材 で 乗 員 の 頭 部 を 支 え る こ と が で き る の で 、 快 適 性 の さ ら な る
向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の 発 明 の 一 実 施 態 様 に お い て は 、 上 記 マ ッ ト 部 材 は 撥 水 性 の 表 皮 部 を 備 え た も の で あ る
。
上 記 構 成 に よ れ ば 、 乗 員 が 水 や 飲 物 等 を こ ぼ し て も 、 こ れ ら の マ ッ ト 部 材 内 部 へ の 浸 入 を
防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 発 明 の 一 実 施 態 様 に お い て は 、 上 記 複 数 の マ ッ ト 部 材 を 車 両 の 前 後 方 向 に 展 開 可 能 に
連 設 す る と 共 に 、 上 記 マ ッ ト 部 材 の 車 幅 方 向 に は 側 方 マ ッ ト 部 材 が 着 脱 可 能 に 連 設 さ れ た
も の で あ る 。
上 記 構 成 に よ れ ば 、 車 両 の 右 列 お よ び 左 列 の シ ー ト 上 に 連 続 し た 広 い マ ッ ト レ ス 面 を 構 成
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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【 実 施 例 】
こ の 発 明 の 一 実 施 例 を 以 下 図 面 に 基 づ い て 詳 述 す る 。
図 面 は 車 両 用 マ ッ ト レ ス を 示 し 、 こ の マ ッ ト レ ス １ １ は 車 両 の シ ー ト ま た は フ ロ ア パ ネ ル
に 上 載 し て 使 用 さ れ る も の で あ り 、 図 １ は 展 開 し た 状 態 を 示 し 、 図 ２ は 折 畳 ん だ 状 態 を 示
し 、 図 ３ は １ つ の マ ッ ト 部 材 を 示 し 、 図 ４ は そ の 断 面 構 造 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま ず 、 図 ３ 、 図 ４ を 参 照 し て １ つ の マ ッ ト 部 材 １ ２ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
こ の マ ッ ト 部 材 １ ２ は 直 方 体 形 状 に 構 成 さ れ 、 所 定 の 弾 力 性 を 確 保 す る た め に ス ポ ン ジ 部
材 １ ３ （ 内 部 部 材 ） を 備 え 、 こ の ス ポ ン ジ 部 材 １ ３ の 外 部 を 表 皮 部 １ ４ で 囲 繞 し 、 こ の 表
皮 部 １ ４ の 外 面 に は 撥 水 処 理 を 施 し て い る 。 な お 、 表 皮 部 １ ４ そ れ 自 体 を 撥 水 性 の 材 料 で
構 成 し て も よ い 。 ま た 、 表 皮 部 １ ４ は 布 、 合 成 樹 脂 シ ー ト 、 合 成 皮 革 、 革 な ど の 少 な く と
も １ 層 か ら 形 成 す る こ と が で き 、 さ ら に 、 表 皮 部 １ ４ の 内 部 に は ス ポ ン ジ 部 材 １ ３ （ ク ッ
シ ョ ン 部 材 ） に 代 え て 、 低 反 発 ク ッ シ ョ ン 部 材 や 空 気 ま た は 水 を 充 填 す る 構 造 を 採 用 し て
も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 上 述 の マ ッ ト 部 材 １ ２ は 上 下 の 主 面 部 ａ ， ｂ （ 一 方 の 主 面 部 ａ と 、 他 方 の 主 面 部 ｂ ）
と 、 左 右 の 側 面 部 ｃ ， ｄ （ 短 辺 側 の 一 方 の 側 面 部 ｃ と 、 短 辺 側 の 他 方 の 側 面 部 ｄ ） と 、 前
後 の 側 面 部 ｅ ， ｆ （ 長 辺 側 の 一 方 の 側 面 部 ｅ と 、 長 辺 側 の 他 方 の 側 面 部 ｆ ） と を 備 え 、 側
面 部 ｆ の 下 端 お よ び 主 面 部 ｂ の 一 端 か ら 外 方 に 延 び る 可 撓 舌 片 １ ５ を 上 述 の 表 皮 部 １ ４ に
て 一 体 的 に 形 成 し て 、 こ の 可 撓 舌 片 １ ５ の 上 部 に は 面 フ ァ ス ナ １ ６ を 縫 合 手 段 等 に よ り 接
合 固 定 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
さ ら に 、 主 面 部 ａ の 他 端 部 に も 面 フ ァ ス ナ １ ６ を 縫 合 手 段 等 に よ り 接 合 固 定 し て い る 。 上
述 の 可 撓 舌 片 １ ５ お よ び 面 フ ァ ス ナ １ ６ ， １ ６ は マ ッ ト 部 材 １ ２ の 長 手 方 向 の ほ ぼ 全 長 に
わ た っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
上 述 の 側 面 部 ｆ の 中 間 に は そ の 長 手 方 向 に 沿 っ て フ ァ ス ナ ７ を 取 付 け 、 こ の フ ァ ス ナ ７ の
開 閉 に よ り 表 皮 部 １ ４ の 内 部 に ス ポ ン ジ 部 材 １ ３ （ ク ッ シ ョ ン 部 材 ） を 出 し 入 れ 可 能 に 収
納 す べ く 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ３ 、 図 ４ で 示 し た マ ッ ト 部 材 １ ２ （ 同 一 形 状 の マ ッ ト 部 材 ） を 複 数 設 け 、 １ つ の マ ッ ト
部 材 １ ２ の 可 撓 舌 片 １ ５ 側 の 面 フ ァ ス ナ １ ６ に 対 し て 、 次 の マ ッ ト 部 材 １ ２ の 主 面 部 ａ 側
の 面 フ ァ ス ナ １ ６ を 接 続 し 、 以 下 、 複 数 の マ ッ ト 部 材 １ ２ ， １ ２ の 向 き を 交 互 に 逆 向 き に
し な が ら 接 続 す る と 、 図 １ に 示 す マ ッ ト レ ス １ １ と な る 。 つ ま り 、 同 一 形 状 の 複 数 の マ ッ
ト 部 材 １ ２ を 設 け 、 こ れ ら 各 マ ッ ト 部 材 １ ２ の 向 き を 順 次 逆 向 き に し て 展 開 お よ び 折 畳 み
可 能 に 構 成 す る と 共 に 、 各 マ ッ ト 部 材 １ ２ 毎 に 分 離 可 能 に 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ に 示 す 展 開 状 態 の マ ッ ト レ ス １ １ は 、 面 フ ァ ス ナ １ ６ ， １ ６ で 接 合 さ れ た 部 分 を 可 撓
舌 片 １ ５ を 支 点 と し て 順 次 折 畳 む と 、 図 ２ に 示 す よ う に ジ ク ザ ク 状 の 折 り 畳 み 状 態 と な る
。 こ の 場 合 、 マ ッ ト 部 材 １ ２ は 所 定 の 厚 み を 有 す る が 、 折 り 畳 ん だ 時 に は 各 側 面 部 が 揃 う
よ う に 整 列 状 に 折 畳 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
つ ま り 、 こ の マ ッ ト レ ス １ １ は 複 数 の マ ッ ト 部 材 １ ２ が 折 畳 み お よ び 展 開 可 能 に 連 設 さ れ
る と 共 に 、 各 マ ッ ト 部 材 １ ２ ， １ ２ … が マ ッ ト 部 材 １ ２ １ つ 毎 に 分 離 可 能 に 連 設 さ れ た も
の で あ り 、 か つ 複 数 の マ ッ ト 部 材 １ ２ ， １ ２ … が 可 撓 性 ヒ ン ジ 部 と し て の 可 撓 舌 片 １ ５ お
よ び 面 フ ァ ス ナ １ ６ ， １ ６ を 介 し て 着 脱 可 能 に 連 結 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 図 ５ 、 図 ６ を 参 照 し て 上 述 の マ ッ ト レ ス １ １ の 使 用 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
図 ５ 、 図 ６ は フ ロ ア パ ネ ル ３ ０ 上 に 前 列 シ ー ト ３ １ と 、 中 間 列 シ ー ト ３ ２ と 、 後 列 シ ー ト
３ ３ と を 備 え た ワ ン ボ ッ ク ス タ イ プ の 車 両 ３ ４ を 示 し 、 前 列 シ ー ト ３ １ は シ ー ト ク ッ シ ョ
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ン ３ １ Ｃ と シ ー ト バ ッ ク ３ １ Ｂ と ヘ ッ ド レ ス ト ３ １ Ｈ と を 有 し 、 中 間 列 シ ー ト ３ ２ は シ ー
ト ク ッ シ ョ ン ３ ２ Ｃ と シ ー ト バ ッ ク ３ ２ Ｂ と を 有 し 、 後 列 シ ー ト ３ ３ は シ ー ト ク ッ シ ョ ン
３ ３ Ｃ と シ ー ト バ ッ ク ３ ３ Ｂ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 述 の 各 シ ー ト バ ッ ク ３ １ Ｂ ， ３ ２ Ｂ ， ３ ３ Ｂ は そ れ ぞ れ の シ ー ト ク ッ シ ョ ン ３ １ Ｃ ， ３
２ Ｃ ， ３ ３ Ｃ に 対 し て 後 列 へ 傾 倒 可 能 に 構 成 さ れ て い て 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ３ ２ Ｃ ， ３ ３
Ｃ を 後 方 へ 倒 し た 場 合 に は 図 ６ に 示 す よ う に シ ー ト ク ッ シ ョ ン ３ ２ Ｃ ， ３ ２ Ｃ と シ ー ト バ
ッ ク ３ ２ Ｂ ， ３ ２ Ｂ と が フ ル フ ラ ッ ト に な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ５ に 示 す よ う に 、 体 格 が 小 さ い 子 供 等 の 乗 員 Ｘ が 通 常 着 座 状 態 の 後 列 シ ー ト ３ ３ に 着 座
す る 場 合 、 マ ッ ト 部 材 １ ２ ， １ ２ を ２ つ 用 い て 、 こ れ ら の マ ッ ト 部 材 １ ２ ， １ ２ を 上 下 方
向 に 積 み 重 ね た 状 態 で 、 乗 員 Ｘ の 足 元 ス ペ ー ス に お け る フ ロ ア パ ネ ル ３ ０ に 上 載 す る と 、
フ ロ ア に 足 が 届 か な い 乗 員 Ｘ の 足 置 き と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
体 格 が さ ら に 小 さ い 子 供 等 の 乗 員 Ｙ が 通 常 着 座 状 態 の 中 間 列 シ ー ト ３ ２ に 着 座 す る 場 合 、
Ｌ 字 状 に 展 開 し た ２ つ の マ ッ ト 部 材 １ ２ ， １ ２ を シ ー ト ク ッ シ ョ ン ３ ２ Ｃ お よ び シ ー ト バ
ッ ク ３ ２ Ｂ の 乗 員 着 座 側 に 配 設 す る と 共 に 、 ３ つ の マ ッ ト 部 材 １ ２ ， １ ２ ， １ ２ を 上 下 方
向 に 積 み 重 ね た 状 態 で 、 乗 員 Ｙ の 足 元 ス ペ ー ス に お け る フ ロ ア パ ネ ル ３ ０ に 上 載 す る と 、
シ ー ト 座 面 を 嵩 上 げ す る と 共 に 、 背 も た れ 面 を 前 方 に 設 定 す る こ と が で き て 、 体 格 が 小 さ
い 乗 員 Ｙ で あ っ て も 大 人 用 の シ ー ト ベ ル ト に て 適 切 に 拘 束 す る こ と が で き 、 か つ 足 元 ス ペ
ー ス の マ ッ ト 部 材 １ ２ は フ ロ ア に 足 が 届 か な い 乗 員 Ｙ の 足 置 き と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 図 ６ に 示 す よ う に 、 中 間 列 シ ー ト ３ ２ お よ び 後 列 シ ー ト ３ ３ を フ ル フ ラ ッ ト 状 態 に 設
定 し た 後 、 図 １ に 示 す 複 数 の マ ッ ト 部 材 １ ２ … が 展 開 状 に 連 設 さ れ た マ ッ ト レ ス １ １ を 、
各 シ ー ト ３ ２ ， ３ ３ の シ ー ト ク ッ シ ョ ン ３ ２ Ｃ ， ３ ３ Ｃ お よ び シ ー ト バ ッ ク ３ ２ Ｂ ， ３ ３
Ｂ 上 に 敷 設 す る と 、 シ ー ト ３ ２ ， ３ ３ 上 に 存 在 す る シ ー ト ベ ル ト バ ッ ク ル や そ の シ ー ト ベ
ル ト が マ ッ ト 部 材 １ ２ に て 覆 わ れ る の で 、 乗 員 Ｚ が 快 適 に 寝 転 ぶ こ と が で き 、 充 分 な 乗 員
の 快 適 性 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
さ ら に 図 ７ に 示 す よ う に 中 間 列 シ ー ト ３ ２ を 車 両 後 方 に シ ー ト ス ラ イ ド さ せ 、 前 列 シ ー ト
３ １ の 後 部 に お け る フ ロ ア パ ネ ル ３ ０ 上 に 複 数 の マ ッ ト 部 材 １ ２ … を 上 下 方 向 に 積 み 重 ね
た 状 態 で 上 載 す る と 、 中 間 列 シ ー ト ３ ２ に 着 座 し 、 か つ 足 を 真 っ 直 ぐ に 伸 ば し た 乗 員 Ｚ の
足 置 き と し て 有 効 利 用 す る こ と が で き 、 こ の 場 合 、 乗 員 Ｚ は 他 の 乗 員 Ｘ ， Ｙ で あ っ て も よ
い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の よ う に 図 １ ～ 図 ７ で 示 し た 実 施 例 の 車 両 用 マ ッ ト レ ス は 、 車 両 ３ ４ の シ ー ト ま た は フ
ロ ア パ ネ ル ３ ０ に 上 載 し て 使 用 さ れ る 車 両 ３ ４ 用 マ ッ ト レ ス １ １ で あ っ て 、 複 数 の マ ッ ト
部 材 １ ２ … が 折 畳 み （ 図 ２ 参 照 ） お よ び 展 開 可 能 （ 図 １ 参 照 ） に 連 設 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 マ ッ ト 部 材 １ ２ を フ ロ ア パ ネ ル ３ ０ に 上 載 す る と 図 ５ で 示 し た よ う に
フ ロ ア に 足 が 届 か な い 乗 員 Ｘ ， Ｙ の 足 置 き と な り 、 マ ッ ト 部 材 １ ２ を シ ー ト ク ッ シ ョ ン ３
２ Ｃ に 上 載 し て シ ー ト 座 面 を 嵩 上 げ す る と 、 大 人 用 の シ ー ト ベ ル ト に て 子 供 等 の 体 格 が 小
さ い 乗 員 Ｙ で あ っ て も 、 適 切 に 拘 束 す る こ と が で き 、 ま た 図 ６ に 示 し た よ う に フ ル フ ラ ッ
ト に シ ー ト ア レ ン ジ さ れ た シ ー ト ク ッ シ ョ ン ３ ２ Ｃ ， ３ ３ Ｃ お よ び シ ー ト バ ッ ク ３ ２ Ｂ ，
３ ３ Ｂ 上 に 複 数 の マ ッ ト 部 材 １ ２ … を 上 載 す る と 、 シ ー ト ベ ル ト バ ッ ク ル や そ の シ ー ト ベ
ル ト が マ ッ ト 部 材 １ ２ に て 覆 わ れ 、 乗 員 が 快 適 に 寝 転 ぶ こ と が で き 、 充 分 な 乗 員 の 快 適 性
向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
し か も 、 上 記 複 数 の 各 マ ッ ト 部 材 １ ２ … は マ ッ ト 部 材 １ ２ 毎 に 分 離 可 能 に 連 結 さ れ た も の
で あ る か ら 、 マ ッ ト 部 材 １ ２ の 連 結 数 量 を 任 意 に 選 定 す る こ と で 、 足 置 き 部 材 、 シ ー ト 座
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面 の 嵩 上 げ 部 材 、 マ ッ ト レ ス 部 材 と し て の 各 使 用 形 態 を ニ ー ズ に 応 じ て 選 択 す る こ と が で
き 、 か つ マ ッ ト 部 材 １ ２ の 収 納 時 に は 収 納 ス ペ ー ス に 対 応 し て 、 マ ッ ト 部 材 １ ２ を 分 割 し
て 収 納 す る こ と も で き る 。 さ ら に 車 両 に 対 す る 出 し 入 れ 操 作 も 極 め て 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 上 記 複 数 の マ ッ ト 部 材 １ ２ … は 可 撓 性 ヒ ン ジ 部 （ 可 撓 舌 片 １ ５ 、 面 フ ァ ス ナ １ ６ 参
照 ） を 介 し て 着 脱 可 能 に 連 結 さ れ た も の で あ る 。
こ の 構 成 に よ れ ば 、 ヒ ン ジ 部 （ 可 撓 舌 片 １ ５ 、 面 フ ァ ス ナ １ ６ 参 照 ） が 可 撓 す る の で 、 複
数 の マ ッ ト 部 材 １ ２ の 折 畳 み 、 展 開 が 容 易 な う え 、 使 用 時 の 違 和 感 を な く す こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
さ ら に 、 上 記 マ ッ ト 部 材 １ ２ は 撥 水 性 の 表 皮 部 １ ４ を 備 え た も の で あ る か ら 、 乗 員 が 水 や
飲 物 等 を こ ぼ し て も 、 こ れ ら の マ ッ ト 部 材 １ ２ 内 部 へ の 浸 入 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 実 施 例 で 示 し た よ う に 同 一 形 状 の 複 数 の マ ッ ト 部 材 １ ２ を 設 け 、 こ れ ら 各 マ ッ ト 部 材
１ ２ を そ の 接 続 向 き を 順 次 逆 向 き に し て 分 離 可 能 に 接 続 し 、 接 続 マ ッ ト 部 材 の 数 量 を 任 意
に 変 更 す る と 、 足 置 き 態 様 、 シ ー ト 座 面 の 嵩 上 げ 態 様 、 背 も た れ 面 の 前 出 し 態 様 、 マ ッ ト
レ ス 態 様 を ニ ー ズ に 応 じ て 選 定 す る こ と が で き 、 か つ マ ッ ト 部 材 １ ２ は 同 一 形 状 の も の で
あ る か ら 、 そ の 生 産 性 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ８ は マ ッ ト 部 材 １ ２ の 他 の 実 施 例 を 示 し 、 表 皮 部 １ ４ の 全 体 ま た は 所 定 部 分 を フ レ ン チ
パ イ ル １ ４ Ｆ Ｐ （ 面 フ ァ ス ナ １ ６ を 係 合 可 能 な 生 地 ） で 形 成 し た も の で あ る 。 こ の よ う に
比 較 的 広 い 範 囲 に フ レ ン チ パ イ ル １ ４ Ｆ Ｐ を 用 い る と 、 こ の フ レ ン チ パ イ ル １ ４ Ｆ Ｐ の 何
れ の 部 位 に も 面 フ ァ ス ナ １ ６ を 接 合 す る こ と が で き る の で 、 複 数 の マ ッ ト 部 材 １ ２ の 組 み
合 わ せ の 自 由 度 が 拡 大 で き て 、 マ ッ ト レ ス 使 用 の 多 様 性 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ９ 、 図 １ ０ は 可 撓 性 の ヒ ン ジ 部 の 他 の 実 施 例 を 示 し 、 先 の 実 施 例 に お い て は 可 撓 舌 片 １
５ を 表 皮 部 １ ４ に 一 体 ま た は 一 体 的 に 形 成 し た が 、 図 ９ 、 図 １ ０ に 示 す こ の 実 施 例 に お い
て は 表 皮 部 １ ４ と 別 体 の 可 撓 舌 片 １ ８ を 設 け 、 こ の 可 撓 舌 片 １ ８ 側 と 、 各 マ ッ ト 部 材 １ ２
の 長 辺 側 の 一 方 の 側 面 部 ｅ の 上 部 お よ び 長 辺 側 の 他 方 の 側 面 部 ｆ の 下 部 と に そ れ ぞ れ 面 フ
ァ ス ナ １ ６ を 縫 合 手 段 に よ り 接 合 固 定 し 、 こ れ ら の 面 フ ァ ス ナ １ ６ お よ び 可 撓 舌 片 １ ８ か
ら 成 る 可 撓 性 ヒ ン ジ 部 を 介 し て 、 複 数 の マ ッ ト 部 材 １ ２ を ジ グ ザ グ 状 に 折 畳 み 可 能 （ 図 １
０ 参 照 ） お よ び 展 開 可 能 （ 図 ９ 参 照 ） に 連 設 し た も の で あ り 、 マ ッ ト 部 材 １ ２ を 展 開 さ せ
た 場 合 に は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 そ の 表 裏 両 面 側 に 可 撓 舌 片 １ ８ … が 露 呈 し な い よ う に 構
成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ の よ う に 構 成 し て も 、 そ の 他 の 構 成 、 作 用 、 効 果 お よ び 使 用 の 形 態 に つ い て は 先 の 実 施
例 と ほ ぼ 同 様 で あ る か ら 、 図 ９ 、 図 １ ０ に お い て 前 図 と 同 一 の 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て
、 そ の 詳 し い 説 明 を 省 略 す る が 、 こ れ ら 何 れ の 実 施 例 に お い て も マ ッ ト レ ス １ １ の 非 使 用
時 に は 各 マ ッ ト 部 材 １ ２ … を ジ ク ザ グ 状 に 折 畳 ん で 、 整 然 か つ コ ン パ ク ト に 収 納 す る こ と
も で き 、 あ る い は 複 数 に 分 割 し て 収 納 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 １ １ 、 図 １ ２ は 複 数 の マ ッ ト 部 材 １ ２ の う ち の １ つ の マ ッ ト 部 材 １ ２ に 枕 部 材 ま た は 枕
部 を 設 け た 構 成 を 示 し 、 図 １ １ に 示 す 実 施 例 で は マ ッ ト 部 材 １ ２ の 可 撓 舌 片 １ ５ に お け る
面 フ ァ ス ナ １ ６ に 対 し て 、 内 部 部 材 １ ９ と 表 皮 部 材 ２ ０ と 面 フ ァ ス ナ ２ １ と か ら 成 る 枕 部
材 ２ ２ を 、 起 伏 可 能 お よ び 着 脱 可 能 に 取 付 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
こ の よ う に 起 伏 可 能 か つ 着 脱 可 能 な 枕 部 材 ２ ２ を 設 け る と 、 枕 部 材 ２ ２ の 非 使 用 時 に は 図
１ １ に 仮 想 線 α で 示 す よ う に 伏 動 さ せ て も よ く 、 ま た 枕 部 材 ２ ２ を 取 外 し て も よ い 。 さ ら
に 、 マ ッ ト 部 材 １ ２ 内 部 の ス ポ ン ジ 部 材 １ ３ と 枕 部 材 ２ ２ の 内 部 部 材 １ ９ と の 材 質 を 同 一
に す る こ と も で き 、 異 な ら せ る こ と も で き る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
一 方 、 図 １ ２ に 示 す 実 施 例 で は マ ッ ト 部 材 １ ２ の ス ポ ン ジ 部 材 １ ３ に 断 面 が 半 円 形 状 の 膨
出 部 １ ３ ａ を 一 体 形 成 し 、 こ の 膨 出 部 １ ３ ａ を 表 皮 部 １ ４ で 一 体 的 に 囲 繞 す る こ と に よ り
、 マ ッ ト 部 材 １ ２ と 一 体 の 枕 部 材 ２ ３ （ つ ま り 枕 部 ） を 形 成 し た も の で あ る 。
こ の よ う に 構 成 す る と 、 図 １ １ の 実 施 例 に 対 し て 、 部 品 点 数 の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
何 れ に し て も 、 こ れ ら 図 １ １ 、 図 １ ２ で 示 し た 実 施 例 に お い て は 、 複 数 の マ ッ ト 部 材 １ ２
… の う ち の １ つ の マ ッ ト 部 材 １ ２ に は 枕 部 ２ ３ ま た は 枕 部 材 ２ ２ が 一 体 ま た は 着 脱 可 能 に
設 け ら れ た も の で あ る か ら 枕 部 材 ２ ２ ， ２ ３ で 乗 員 の 頭 部 を 支 え る こ と が で き 、 乗 員 の 快
適 性 の さ ら な る 向 上 を 図 る こ と が で き る 。 な お 、 枕 部 材 ２ ２ ， ２ ３ の 断 面 形 状 は 台 形 状 、
半 円 形 状 、 円 形 状 、 楕 円 形 状 ま た は そ の 他 形 状 の 何 れ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
図 １ ３ は 車 両 用 マ ッ ト レ ス の 他 の 実 施 例 を 示 す 平 面 図 で あ っ て 、 複 数 の マ ッ ト 部 材 １ ２ …
を 車 両 の 前 後 方 向 に 展 開 可 能 に 連 設 す る と 共 に 、 こ れ ら 複 数 の マ ッ ト 部 材 １ ２ の 車 幅 方 向
に は 複 数 の 側 方 マ ッ ト 部 材 １ ２ Ｓ が 着 脱 可 能 に 連 設 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
す な わ ち 、 マ ッ ト 部 材 １ ２ と 側 方 マ ッ ト 部 材 １ ２ Ｓ と の 対 向 面 に は そ れ ぞ れ 面 フ ァ ス ナ ２
４ … を 縫 合 手 段 等 に よ り 接 合 固 定 し 、 こ の 面 フ ァ ス ナ ２ ４ を 介 し て マ ッ ト 部 材 １ ２ と 側 方
マ ッ ト 部 材 １ ２ Ｓ と を 接 続 お よ び 分 離 可 能 に 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
こ こ で 、 側 方 マ ッ ト 部 材 １ ２ Ｓ の 構 造 は マ ッ ト 部 材 １ ２ の 構 造 と 同 等 で あ る か ら 、 こ の 側
方 マ ッ ト 部 材 １ ２ Ｓ に お い て マ ッ ト 部 材 １ ２ と 同 一 の 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て 、 そ の 詳
し い 説 明 を 省 略 し て い る 。 ま た 、 上 述 の 面 フ ァ ス ナ ２ ４ は マ ッ ト 部 材 １ ２ お よ び 側 方 マ ッ
ト 部 材 １ ２ Ｓ に お け る 短 辺 側 の 一 方 の 側 面 部 Ｃ と 他 方 の 側 面 部 ｄ と の 両 側 面 部 に 設 け る こ
と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
こ の よ う に 構 成 し た 車 両 用 マ ッ ト レ ス １ １ の 使 用 形 態 を 図 １ ４ 、 図 １ ５ を 参 照 し て 、 以 下
に 説 明 す る 。 な お 、 図 １ ４ に お い て 矢 印 Ｆ は 車 両 前 方 を 示 し 、 矢 印 Ｒ は 車 両 後 方 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
図 １ ４ に 仮 想 線 で 示 す よ う に 前 列 シ ー ト ３ １ （ 但 し 、 パ ッ セ ン ジ ャ ー ズ シ ー ト ） の シ ー ト
バ ッ ク ３ １ Ｂ を 後 方 に 倒 す と 共 に 、 中 間 列 シ ー ト ３ ２ ， ３ ２ の シ ー ト バ ッ ク ３ ２ Ｂ ， ３ ２
Ｂ を 後 方 に 倒 し て 、 前 列 シ ー ト ３ １ の シ ー ト ク ッ シ ョ ン ３ １ Ｃ お よ び シ ー ト バ ッ ク ３ １ Ｂ
と 、 中 間 列 シ ー ト ３ ２ ， ３ ２ の シ ー ト ク ッ シ ョ ン ３ ２ Ｃ ， ３ ２ Ｃ お よ び シ ー ト バ ッ ク ３ ２
Ｂ ， ３ ２ Ｂ と 、 後 列 シ ー ト ３ ３ の シ ー ト ク ッ シ ョ ン ３ ３ Ｃ と を フ ル フ ラ ッ ト に 成 す 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
但 し 、 図 １ ４ の 実 施 例 に お い て は 後 列 シ ー ト ３ ３ を ベ ン チ タ イ プ の シ ー ト に 設 定 し て い る
。
次 に 、 こ の フ ル フ ラ ッ ト の 面 積 に 対 応 す る 数 量 の マ ッ ト 部 材 １ ２ を 車 両 の 前 後 方 向 に 連 設
し 、 同 様 に 対 応 す る 数 量 の 側 方 マ ッ ト 部 材 １ ２ Ｓ を 車 両 の 前 後 方 向 に 連 設 し 、 マ ッ ト 部 材
１ ２ 群 と 側 方 マ ッ ト 部 材 １ ２ Ｓ 群 と の 対 向 部 を 面 フ ァ ス ナ ２ ４ で 接 続 し て 、 こ の 接 続 さ れ
た マ ッ ト レ ス １ １ を 図 １ ４ に 示 す 仮 想 線 で フ ル フ ラ ッ ト 状 の シ ー ト に 上 載 す る と 、 図 １ ５
に 示 す よ う に な り 、 車 両 の 右 列 お よ び 左 列 の 各 シ ー ト ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ 上 に 車 両 の 前 後 方
向 お よ び 車 幅 方 向 に 連 続 し た 広 い マ ッ ト レ ス 面 を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
特 に 、 中 間 列 シ ー ト ３ ２ が 図 １ ４ に 示 す よ う に バ ケ ッ ト タ イ プ の シ ー ト で 構 成 さ れ て い て
も 、 こ れ ら シ ー ト ３ ２ ， ３ ２ 間 の 隙 間 上 部 に マ ッ ト 部 材 １ ２ お よ び 側 方 マ ッ ト 部 材 １ ２ Ｓ
が 位 置 す る の で 、 バ ケ ッ ト シ ー ト 間 の 空 間 部 上 方 を 連 続 し て 覆 う マ ッ ト レ ス 面 と な り 、 マ
ッ ト レ ス １ １ 上 で リ ラ ッ ク ス す る 際 の 乗 員 の 快 適 性 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
な お 、 ド ラ イ バ ー ズ シ ー ト の シ ー ト バ ッ ク ３ １ Ｂ を パ ッ セ ン ジ ャ ー ズ シ ー ト の シ ー ト バ ッ
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ク ３ １ Ｂ と 併 せ て 後 方 に 倒 す 際 に は 、 マ ッ ト 部 材 １ ２ と 側 方 マ ッ ト １ ２ Ｓ と の 連 設 に よ り
上 述 同 様 に 車 両 の 前 後 方 向 お よ び 車 幅 方 向 に 連 続 し た マ ッ ト レ ス 面 を 構 成 す る こ と が で き
、 特 に 、 バ ケ ッ ト シ ー ト 構 造 の 運 転 手 と 助 手 席 と の 間 の 空 間 部 上 方 を も マ ッ ト 部 材 １ ２ 、
側 方 マ ッ ト 部 材 １ ２ Ｓ に よ り 連 続 し て 覆 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
こ の よ う に 図 １ ３ ～ 図 １ ５ で 示 し た 実 施 例 の 車 両 用 マ ッ ト レ ス １ １ は 、 上 記 複 数 の マ ッ ト
部 材 １ ２ を 車 両 の 前 後 方 向 に 展 開 可 能 に 連 設 す る と 共 に 、 上 記 マ ッ ト 部 材 １ ２ の 車 幅 方 向
に は 複 数 の 側 方 マ ッ ト 部 材 １ ２ Ｓ が 着 脱 可 能 に 連 設 さ れ た も の で あ る か ら 、 車 両 の 右 列 お
よ び 左 列 の シ ー ト ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ 上 に 連 続 し た 広 い マ ッ ト レ ス 面 を 構 成 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
こ の 発 明 の 構 成 と 、 上 述 の 実 施 例 と の 対 応 に お い て 、
こ の 発 明 の 可 撓 性 ヒ ン ジ 部 は 、 実 施 例 の 可 撓 舌 片 １ ５ お よ び 面 フ ァ ス ナ １ ６ か ら 成 る ヒ ン
ジ 部 ま た は 可 撓 舌 片 １ ８ お よ び 面 フ ァ ス ナ １ ６ か ら 成 る ヒ ン ジ 部 に 対 応 す る も 、
こ の 発 明 は 、 上 述 の 実 施 例 の 構 成 の み に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
例 え ば 、 シ ー ト バ ッ ク を シ ー ト ク ッ シ ョ ン に 前 倒 さ せ て フ ル フ ラ ッ ト と 成 す シ ー ト ア レ ン
ジ 構 造 の 車 両 に お い て は 、 マ ッ ト レ ス を 前 後 列 の シ ー ト バ ッ ク 上 に 上 載 す れ ば よ く 、 車 種
に 対 応 し て 多 様 の 使 用 形 態 が 得 ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
ま た 上 記 実 施 例 に お い て は マ ッ ト レ ス を 上 載 す る 車 両 の 一 例 と し て ワ ン ボ ッ ク ス カ ー を 例
示 し た が 、 ２ ボ ッ ク ス ま た は ３ ボ ッ ク ス 等 の 他 の 車 両 用 と し て も 使 用 す る こ と が で き る の
は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の 発 明 の 車 両 用 マ ッ ト レ ス に よ れ ば 、 複 数 の マ ッ ト 部 材 を 折 畳 み お よ び 展 開 可 能 に 連 設
す る こ と に よ り 、 乗 員 の 快 適 性 向 上 を 図 る こ と が で き 、 ま た 非 使 用 時 に は コ ン パ ク ト に 折
畳 む こ と が で き る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 車 両 用 マ ッ ト レ ス を 展 開 し た 状 態 で 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 マ ッ ト レ ス の 折 り 畳 み 状 態 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 マ ッ ト 部 材 単 体 の 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 マ ッ ト 部 材 の 断 面 図 。
【 図 ５ 】 マ ッ ト レ ス の 使 用 状 態 の 一 例 を 示 す 側 面 図 。
【 図 ６ 】 マ ッ ト レ ス の 使 用 状 態 の 他 の 例 を 示 す 側 面 図 。
【 図 ７ 】 マ ッ ト レ ス の 使 用 状 態 の さ ら に 他 の 例 を 示 す 側 面 図 。
【 図 ８ 】 マ ッ ト 部 材 の 他 の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ９ 】 車 両 用 マ ッ ト レ ス の 他 の 実 施 例 を 展 開 状 態 で 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の マ ッ ト レ ス の 折 り 畳 み 状 態 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ １ 】 枕 部 材 を 有 す る マ ッ ト 部 材 の 断 面 図 。
【 図 １ ２ 】 枕 部 を 有 す る マ ッ ト 部 材 の 断 面 図 。
【 図 １ ３ 】 車 両 用 マ ッ ト レ ス の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 す 平 面 図 。
【 図 １ ４ 】 マ ッ ト レ ス が 敷 設 さ れ る 車 両 の シ ー ト レ イ ア ウ ト を 示 す 平 面 図 。
【 図 １ ５ 】 マ ッ ト レ ス 敷 設 時 の 平 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ １ … マ ッ ト レ ス
１ ２ … マ ッ ト 部 材
１ ２ Ｓ … 側 方 マ ッ ト 部 材
１ ４ … 表 皮 部
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１ ５ ， １ ８ … 可 撓 舌 片
１ ６ … 面 フ ァ ス ナ
２ ２ ， ２ ３ … 枕 部 材

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

(11) JP 2004-352032 A 2004.12.16



【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】
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